
七
年
に
は
脂
肪
分
の
高
い
ガ
ン
ジ
ー
乳
牛

（
牛
の
種
類
）七
〇
頭
を
ア
メ
リ
カ
よ
り
輸
入
し
、

乳
質
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
九
年
に
東
京
市

内
に
支
店
、
直
売
所
を
拡
大
し
て
四
〇
ヵ
所

を
超
え
る
ほ
ど
に
な
り
、「
興
真
牛
乳
株
式
会

社
」
を
設
立
し
、
支
店
、
販
売
所
の
運
営
に
あ

た
る
こ
と
に
な
り
、
以
後
、
同
社
が
牛
乳
の
製

造
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

十
八
年
、
戦
時
統
制
令
に
よ
り
都
内
の
企

業
と
合
同
し
、
東
京
乳
業
㈱
に
事
業
を
移
管

し
ま
し
た
が
、
二
十
年
、
戦
災
に
よ
り
都
内

の
工
場
を
焼
失
し
ま
し
た
。
戦
後
、
農
地
法
に

よ
り
牧
場
の
大
半
を
開
放
し
た
た
め
、
二
十

五
年
に
習
志
野
牧
場
の
一
角
に
牛
乳
処
理
工

場（
現
在
の
八
千
代
工
場
）を
建
設
し
、
総
武

牛
乳
株
式
会
社
を
「
興
真
産
業
株
式
会
社
」
と

し
て
事
業
を
再
開
し
ま
し
た
。

三
十
年
、
社
名
を
現
商
号
の「
興
真
乳
業
株

式
会
社
」
に
変
更
し
ま
し
た
。
三
十
八
年
に
は

牛
乳
の
需
要
増
加
に
よ
り
日
産
五
〇
褌（
牛
乳

瓶
二
〇
〇
裨
に
換
算
す
る
と
二
五
〇
万
本
）
を

生
産
し
、
主
な
販
売
先
は
牛
乳
販
売
店
と
学

校
給
食
用
で
し
た
。
四
十
五
年
ご
ろ
か
ら
は
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
台
頭
に
よ
り
激
烈

な
販
売
競
争
に
突
入

し
ま
し
た
。
五
十
一

年
に
紙
容
器
入
り
牛

乳
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
プ

リ
ン
の
製
造
設
備
を

増
設
、
五
十
四
年
に

は
直
接
販
売
事
業
に

進
出
し
、
新
商
品
開

発
で
は
、
紙
容
器
入

今
回
ご
紹
介
す
る
興
真
乳
業
㈱
は
東
京
都
文
京
区
向
丘
に
本
社
が
、
八
千
代

市
大
和
田
新
田
に
八
千
代
工
場
と
千
葉
工
場
が
あ
り
、
牛
乳
、
乳
製
品
、
果
汁

飲
料
、
清
涼
飲
料
、
デ
ザ
ー
ト
食
品
な
ど
の
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
「
一
貫
経
営
の
乳
業
メ
ー

カ
ー
第
一
号
」
が
同
社
で
す
。

現
在
の
古
谷
恒
夫
社
長
は
、
同
社
と
し
て
は
四
代
目
（
古
谷
家
と
し
て
は
三

代
目
）
に
あ
た
り
、
本
社
と
八
千
代
工
場
等
の
間
を
行
き
来
す
る
お
忙
し
い
毎

日
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
社
は
当
健
保
組
合
設
立
時
か
ら
加
入
さ

れ
て
お
り
、
組
合
会
議
員
も
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
関
連
会
社

の
京
葉
デ
ィ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
㈱
も
昭
和
五
十
九
年
よ
り
当
健
保
組
合
に
加
入
さ

れ
て
い
ま
す
。

ぎ
り
パ
ン
、
コ
ッ
ペ
パ
ン
、
プ
リ
ン
な
ど
が
好
評

を
博
し
て
い
ま
す
。
次
回
作
も
予
定
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
、
楽
し
み
で
す
。

さ
て
、
健
保
組
合
と
し
て
関
心
を
寄
せ
て

い
る
の
は
、
や
は
り
社
員
の
健
康
管
理
で
す
。

社
員
の
方
の
健
診
は
主
に
検
診
車
に
よ
る
も

の
と
、
各
自
病
院
等
で
受
診
す
る
人
間
ド
ッ
ク

に
よ
り
一
〇
〇
％
実
施
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
今
年
度
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

と
し
て
社
員
全
員
が
予
防
接
種
で
き
る
よ
う

に
早
く
か
ら
準
備
し
て
い
ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ

ン
の
不
足
で
病
院
等
の
選
定
に
は
苦
労
を
さ
れ

た
そ
う
で
す
。

体
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
興
真
球
場
の
あ

っ
た
こ
ろ
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

工
場
体
制
の
変
化
に
よ
り
現
在
は
行
わ
れ
て

い
な
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
野
球
部
は
活
動

し
て
お
り
、
当
健
保
組
合
主
催
の
野
球
大
会

に
は
、
八
千
代
市
の
工
場
協
議
会
の
日
程
と

ぶ
つ
か
る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
ま
で
も
毎
年
参

昨
年
十
二
月
九
日
、
八
千
代
市
の
興
真
乳

業
㈱
を
訪
れ
、
池
部
美
好
取
締
役
事
業
統
括

と
健
保
推
進
委
員
で
も
あ
る
金
子
直
樹
総
務

課
長
の
お
二
人
に
、
お
話
を
う
か
が
い
ま
し

た
。同

社
の
経
営
理
念
は
、「
牛
乳
を
中
心
と
し

明
治
三
十
九
年
の
創
業
以
来
、
嗜

好
品
、
調
理
用
へ
の
需
要
に
応
え

な
が
ら
大
き
く
成
長

た
高
品
質
で
お
い
し
い
食
品
を
毎
日

確
実
に
お
客
様
へ
お
届
け
し
、
健
康

づ
く
り
と
豊
か
な
食
生
活
の
お
役
に

立
つ
」、「
地
域
と
よ
り
良
い
関
係
を
築
く
と

と
も
に
、
従
業
員
が
人
生
を
託
す
こ
と
の
で

き
る
会
社
に
な
る
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

創
業
者
の
古
谷
精
一
氏
は
山
武
郡
松
尾
町

の
お
生
ま
れ
。
明
治
三
十
四
年
に
上
京
し
慶

應
義
塾
に
学
び
ま
し
た
が
、
健
康
を
害
し
中
退

し
、
療
養
の
た
め
東
京
・
滝
野
川
の
辻
村
牧
場

に
寄
宿
し
、
乳
牛
の
飼
育
を
手
伝
い
な
が
ら

健
康
回
復
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
池

袋（
現
在
の
豊
島
区
本
町
）に
牧
場
を
求
め
、
乳

牛
の
飼
育
と
牛
乳
の
販
売
を
行
い
、
明
治
三

十
九
年
に
当
時
の
東
京
市
小
石
川
区
氷
川
下

町
（
小
石
川
療
養
所
の
あ
た
り
。
町
内
の
簸ひ

川か
わ

神
社
境
内
に
は
、「
興
眞
舎
」
と
彫
ら
れ
た
石

碑
が
あ
る
そ
う
で
す
）に
お
い
て
興
眞
舎
牛
乳

店
と
し
て
創
業
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
一
日

の
販
売
高
は
五
〇
〇
本（
一
合
瓶
）で
し
た
。

四
十
年
、
日
本
で
初
め
て
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ

ィ（
生
産
か
ら
消
費
ま
で
の
履
歴
が
明
確
に
さ

れ
て
い
る
こ
と
）の
発
想
を
乳
業
事
業
に
取
り

入
れ
、軈
乳
質
を
絶
対
保
障
で
き
る
責
任
あ
る

牛
乳
は
、
牧
場
の
経
営
、

飼
料
栽
培
農
園
の
経
営
、

牛
乳
処
理
工
場
の
経
営

や
、
配
給
機
関
の
運
営

を
一
貫
し
て
同
一
の
経

営
主
体
が
負
わ
ね
ば
な

ら
な
い
軣
と
い
う
信
念
か

ら
、「
一
貫
直
営
体
制
」

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
ろ
は
、
一
般
の

家
庭
で
牛
乳
を
飲
む
こ

と
は
珍
し
か
っ
た
の
で

す
が
、
良
質
の
動
物
性

た
ん
ぱ
く
質
や
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
む
牛

乳
は
、
そ
の
高
い
栄
養
価
か
ら
幼
児
用
滋
養

飲
料
ば
か
り
で
な
く
嗜し

好こ
う

品
、
調
理
用
と
し

て
需
要
が
増
し
ま
し
た
。

大
正
十
二
年
に
は
販
売
高
が
日
量
二
八
石こ

く

（
当
時
の
牛
乳
量
の
単
位
。
一
合
瓶
で
二
万
八
、

〇
〇
〇
本
）と
な
り
、
東
京
市
の
消
費
量
の
約

一
〇
％
を
占
め
た
そ
う
で
す
。

昭
和
に
入
る
と
、
内
務
省
令
に
よ
り
畜
産

業
、
プ
ラ
ン
ト
業
、
販
売
業
の
分
化
が
図
ら

れ
た
こ
と
と
、
東
京
市
内
で
は
都
市
化
が
進

ん
で
一
貫
体
制
経
営
も
困
難
に
な
り
、
個
人

経
営
を
会
社
組
織
に
改
め
ま
し
た
。
二
年
、
習

志
野
牧
場
と
し
て「
総
武
牛
乳
株
式
会
社
」
が

設
立
さ
れ
、
三
年
に
現
在
の
八
千
代
市
に
六

六
万
㎡
の
牧
場
を
新
設
し
、
東
京
内
外
に
あ
っ

た
牧
場
を
移
転
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
乳
牛
六

〇
〇
頭
を
飼
育
し
、
生
産
さ
れ
た
原
乳
は
小

石
川
の
本
店
工
場
に
送
ら
れ
、
千
葉
か
ら
東

京
へ
牛
乳
供
給
の
体
制
を
確
立
さ
れ
た
そ
う

で
す
。

り（
一
、
〇
〇
〇
裨
）麦
茶
、
ウ
ー
ロ
ン
茶
、
ア

イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
、
ス
ト
レ
ー
ト
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス

や
デ
ザ
ー
ト
で
は
カ
ス
タ
ー
ド
プ
リ
ン
な
ど
を

業
界
に
先
駆
け
て
開
発
・
販
売
し
、
好
評
を

博
し
ま
し
た
。

平
成
四
年
に
千
葉
工
場
を
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
て
、
八

千
代
工
場
は
牛
乳
専
門
工
場
と
し
て
、
千
葉

工
場
は
果
汁
、
清
涼
飲
料
工
場
と
し
て
製
造

す
る
生
産
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

十
年
に
は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
原
料
の
入
荷
か
ら

出
荷
に
至
る
製
造
過
程
に
お
い
て
徹
底
し
た

衛
生
管
理
お
よ
び
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
導
入
を
推

奨
す
る
国
際
的
規
格
、
総
合
衛
生
管
理
製
造

過
程
シ
ス
テ
ム
）
を
取
得
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
松
戸
市
に
あ
っ
た
保
証
乳
業
を
合
併
し

工
場
を
集
約
し
ま
し
た
。

十
八
年
に
は
創
業
一
〇
〇
年
を
迎
え
、
ロ

ゴ
マ
ー
ク
も
新
し
く
な
り
ま
し
た
（
囲
み
参

照
）。
十
九
年
に
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１（
環

境
方
針
を
定
め
、
省
資
源
、
省
エ
ネ
な
ど
努

力
目
標
を
掲
げ
た
組
織
に
与
え
ら
れ
る
国
際

規
格
）を
取
得
し
、
以
後
環
境
負
荷
の
低
減
に

努
め
て
い
ま
す
。

主
な
商
品
は
や
は
り
牛
乳
で
す
。
宅
配
の

販
売
店
は
、
東
京
都
・
千
葉
・
埼
玉
・
神
奈

川
県
に
展
開
し
、
学
校
給
食
用
と
し
て
東
京

都
と
千
葉
県
に
供
給
し
て
い
ま
す
。
チ
ル
ド
食

品
の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
な
か
で
、
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
商

品
化
し
、
販
売
さ
れ
た
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
や
ち

平
成
十
八
年
に
創
業
一
〇
〇
年
。

人
間
ド
ッ
ク
受
診
率
一
〇
〇
％
な
ど

健
康
管
理
事
業
を
充
実

古谷　恒夫社長

加
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す（
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
）。

そ
の
ほ
か
、「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
に
も
多
数

の
方
が
参
加
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
池
部
取
締
役

も
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
さ
れ
、
こ
の
期
間

中
、
平
均
す
る
と
一
日
、
五
、
〇
〇
〇
歩
ほ
ど

歩
か
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。「
車
通
勤
を
し
て
、

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
を
し
て
い
る
と
一
日
一
万
歩
は

難
し
い
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

同
社
は
創
業
か
ら
一
〇
〇
年
以
上
に
な
り
ま

す
が
、
牛
乳
か
ら
広
が
る
健
康
生
活
を
よ
り

多
く
の
人
と
分
か
ち
合
う
た
め
に
、
さ
ら
な
る

安
全
安
心
な
商
品
を
提
供
し
、
健
康
推
進
や

社
会
貢
献
を
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

池
部
取
締
役
な
ら
び
に
金
子
総
務
課
長
に

は
師
走
の
お
忙
し
い
な
か
、
長
時
間
に
わ
た
り

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ま
た
、
資
料
の
ご

提
供
な
ど
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
貴
社

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

今
回
の
取
材
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

健保組合
加入事業所の
ご紹介
その潭

4つのミルクの滴
しずく

から構成されたロゴマークは
コーシンの頭文字「Ｋ」をかたどったもので、右上
から左下へ斜めにつながる滴はコミュニケーショ
ンや心の触れ合いを表現すると同時に、人と人、
地域、他企業とのジョイントやコラボレーションと
いった意味も表しています。

興
真
乳
業
株
式
会
社

牛
乳
か
ら
広
が
る
健
康
生
活
を
よ
り
多
く
の
人
と

分
か
ち
合
う
た
め
に
、
さ
ら
な
る
安
全
安
心
な

商
品
を
提
供
し
、
健
康
推
進
や
社
会
貢
献
を
担
う

ホームページもご覧ください。
http://www.koshinmilk.co.jp
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